
科 目 区 分：学校教育教員養成課程 
授業科目名：初等音楽 
対 象 年 次：２年次 

「初等音楽」 
 音楽教育講座・福富 彩子 

 

１． 授業の目的と到達目標 

 本授業は、小学校学習指導要領（音楽）の「A表

現（歌唱）」を中心とした歌唱の授業に対応できる

ピアノ伴奏及び弾き歌いの表現・技能の習得を目的

としており、初等歌唱共通教材を主に取り上げて演

習形式で授業を行った。 

 到達目標は、以下の３点である。 

１）小学校教科書掲載程度の楽曲のピアノ伴奏ができる。 

２）小学校教科書掲載程度の楽曲が弾き歌いできる。 

３）音楽を愛好する心を演奏を通じて表現できる。 

 

２． 授業の概要について 

「初等音楽」は、学校教育教員養成課程２回生を

対象として開講されており、小学校・幼稚園教諭教

職員免許状習得に必要な選択必修科目である。 
 クラス分けの形態で開講され、2019年度後期の福

富クラスの受講者数は８名、試験受験者は７名であ

った。試験受験者のうち、音楽経験者は６名、未経

験者は２名であった。 
本授業は、弾き歌い、及びピアノの簡易伴奏や和

音付けの知識・技能の習得に加え、表現の拡充を図

るため、授業外学習が非常に重要となる。最終試験

までの課題は、弾き歌い（ピアノ伴奏を含む）７曲

を最低習得曲数として設定しており、最終回は、４

曲（弾き歌い２曲以上とピアノ伴奏２曲以上）の実

技試験と振り返りを行った。 
全受講者の初等歌唱教材習得楽曲数は、７曲〜９

曲であった。 
 

３． 授業実践の工夫 

１）個と集団を相互に関連付ける取り組み 

 本授業は、実技・演習が中心となるため、全受講者

が同じ教室で個別の演奏を同時に行うことができな 

 

いといった課題がある。また、90 分間という限られ

た授業時間において、熟達度の異なる受講者それぞ

れが自己課題を改善できる取り組みを促す工夫と、

他の受講者との活動を通して技能向上を図ることの

できる授業の工夫が必要である。 

 そこで、授業冒頭には全体で、基本的な和音（I度, 

IV 度, V 度）と、それらの和音進行について講義と演

習を行った。シャープ１つとフラット１つまでの調

の和音付けを繰り返し実施して定着を図るとともに、

どの楽曲でも簡易な和音付けができる能力の育成を

目的とした。 

 全体での活動後に個別実技指導の時間を確保し、

授業最後に全員での歌唱（合唱）とピアノ伴奏を行う

等、個々の課題を全体でもフィードバックできるよ

う心がけた。 

 

  

２）熟達度の異なる学生への実技指導 

和音付けの演習では、初心者には各調の和音進行

の確認と練習、上級者には簡単な旋律に和音付けを

行う課題を実施した。 

初等歌唱共通教材は、簡易伴奏と本伴奏の両方の

楽譜を受講者全員に配布した。熟達度に応じた課題

選択や、楽譜には記されていない簡単な和音付けな

ど柔軟な対応により、熟達度の異なる受講生への動

機付けと技能向上をねらいとした授業展開を行った。 

本授業での課題の実施（実技演習）には、音楽の基

礎的な知識・技能とともに予習・復習が欠かせない。

毎時間、各受講者の自己課題を明らかにし、受講者が

実現可能な目標設定を意識することで、段階的な学
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習方法で動機付けを高めることができると同時に、

授業外学習の促進にも繋がるものと考えている。 
 

４. 地域社会を核とした教育と研究のつながり 

  本授業では、初等の歌唱教材のほかに、現在、四国

のテーマソングとして拡がりを見せている「ふるさ

との色（作詞・作曲：アンジェラ・アキ）」を取り上

げて合唱する活動を行った。 
受講者は、四国が題材となっている本楽曲に大変

興味を持ち、生き生きと歌唱する姿や、自主的に伴奏

や弾き歌いを練習する受講者も見られた。 
この活動により、四国や愛媛に対する愛着や想い

の深まりに繋がり、音楽を通して他者と心の交流を

図ることにもつながるものと考えられる。また、今後、

受講生が教育現場で本楽曲を歌い継いでいくことで、

地域社会と音楽の関わりを深められるきっかけにも

なるものと期待している。 
 
５．DPアンケートの結果について 

 本授業終了時、試験受験者７名を対象に実施した

DPアンケートの調査結果を以下に記す。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

６．アンケート結果のまとめと課題 

DP1〜DP4（表 1）までのアンケート結果は、DP3 の

「ある程度そう思う（1 名）」の回答を除いて、全て

の質問で「とてもそう思う」とポジティブな回答が得

られた（表 2）。   

授業外学習に関する２つの質問（表 3）では、本授

業に関する予習・復習に、各受講者が３時間〜40 時

間（週）程度取り組んでいるとの回答があった。授業

外学習（週）に計 40時間もの時間をあてていた受講

者１名を除く６名の平均は 4.8 時間（週）であり、過

去のデータからみても高い数値である。また、全ての

受講者が３時間以上の練習を毎週平均的に積み重ね

ていったことで実技能力向上に繋がり、受講者の意

欲の表れでもあると推察できる。 

自由記述式のアンケート（表 4と表 5）では、ピア

ノ演奏や弾き歌いといった技能・表現面の向上だけ

ではなく、児童・生徒への授業に活かせるスキルの習

得に関連付けて回答している。本授業時には、歌唱共

通教材のほかに、合唱用教材の自主練習や、難易度の

高い伴奏パターンを複数試みる学生など、主体性を

持って授業に参加している受講者が多数みられた。 

 今後の課題として、受講人数が９名以上となった

場合、個別指導時間確保が難しい場合の授業方法の

工夫や検討が必要であると感じた。 
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